
４　職業別の自殺者数の推移
職業別の自殺の状況については、自殺統計
では平成19年の統計から自殺統計原票の改正
により職業の分類が改められたことから、18
年までの推移とその後の推移の単純比較はで
きないが、まず18年までの推移をみると（第
１-９図）、昭和60年頃の自殺者数が増加した
時期には、「無職者」、「被雇用者」、「自営者」
が増加しており、その他の職業にはあまり変
化がみられない。さらに、平成10年に自殺者
が急増した時期にも、同様に「無職者」、「被
雇用者」、「自営者」が増加しており、その他
の職業にはあまり大きな変化がみられない。

その後は15年に「無職者」と「被雇用者」が
一旦増加するが、「自営者」は減少傾向にあ
る。
19年以降の推移をみると（第１-10図）、総

数が減少傾向にある中で、「自営業・家族従
業者」、「被雇用者・勤め人」及び「無職者」
はおおむね減少傾向にあるが、「学生・生徒
等」はおおむね横ばいである。さらに、「無
職者」の内訳をみると、「無職者」全体は減
少傾向にある中で、「年金・雇用保険等生活
者」が増加傾向にあったが、26年以降は減少
傾向にある。

	 第1-9図	 平成18年までの職業別の自殺者数の推移
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※「主婦・主夫」については、平成11年までは主婦（女性）のみを計上している。
資料：警察庁「自殺統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成
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	 第1-10図	 平成19年以降の職業別の自殺者数の推移

無職者の内訳の推移 （単位：人）
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資料：警察庁「自殺統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成

12

●自殺の現状第1章

自殺対策白書-1-01.indd   12 2020/10/07   14:26:51



「無職」のうち、「学生・生徒」又は「学
生・生徒等」の自殺者数の推移をみると（第
１-11図）、平成３年（482人）までは減少傾
向にあったが、４年に増加に転じてからは増

加傾向が続き、23年（1,029人）をピークに
減少に転じた。令和元年は、前年より76人増
加の888人となった。

	 第1-11図	 学生・生徒等の自殺者数の推移
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注）平成18年までは「学生・生徒」だが、19年の自殺統計原票改正以降は未就学児童も含めることとなり、「学生・生徒等」とされた。
なお、未就学児童の自殺者数は０が続いており、18年以前（学生・生徒）と19年以降（学生・生徒等）の自殺者数を単純比較して
も問題は生じない。

資料：警察庁「自殺統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成
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